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２
０
２
３
年
１
月
号
の
表
紙

を
飾
る
書
を
揮
毫
く
だ
さ
っ
た

の
は
「
鹿
追
町
ヌ
プ
カ
ウ
シ
白

寿
大
学
書
道
班
」
の
み
な
さ
ん

で
す
。

　

こ
の
言
葉
を
皆
さ
ん
に
届
け

る
た
め
、
白
寿
大
学
祭
の
準
備

に
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

白
寿
大
学
は
、
当
時
全
道
的

に
も
数
少
な
い
モ
デ
ル
高
齢
者

学
級
と
し
て
昭
和
46
年
に
開
設
。

町
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の

方
が
対
象
で
、
活
動
を
通
し
豊

か
な
人
間
性
を
培
い
、
自
立
し

た
生
活
と
「
生
き
が
い
」
の
あ

る
人
生
を
送
ろ
う
と
い
う
意
欲

の
あ
る
方
で
し
た
ら
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

書
道
班
、
俳
句
班
、
ダ
ン
ス

班
、
七
宝
焼
班
、
総
合
学
習
班

が
実
技
を
行
い
、
そ
の
時
々
の

感
動
を
発
見
す
る
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
開
設
は
、
５
月
か
ら

翌
３
月
の
期
間
、
毎
月
２
回
80

時
間
程
度
を
学
習
時
間
と
し
て

い
ま
す
。
３
月
の
修
了
時
に
は
、

修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
日
は
書
道
班
に
所
属
す

る
11
人
が
集
合
。
大
関
節
子
書

道
班
長
は
「
み
ん
な
で
楽
し
く
、

賑
や
か
に
活
動
し
て
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
道
班
の
講
師
を
さ
れ
て
い

る
の
は
、
笹
川
在
住
の
藤
井
利

江
さ
ん
。「
書
道
班
の
指
導
を
し

て
い
ま
す
。
経
験
年
数
に
差
は

あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
丁
寧

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
よ
」
と

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

白
寿
大
学
で
は
、
中
途
入
学

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
左
記
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

　

☎
66
・
３
３
０
０

新
春
来
福

お
お
ら
か
に

　
笑
顔
で

受
け
止
め
て

あ
り
が
と
う
の

感
謝
の

　
気
持
ち
を

い
つ
も
心
に

書道班講師の 藤井 利江さん

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

町
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
ご
支
援
ご

協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

１
年
の
世
相
を
漢
字
ひ
と
文
字
で
表
す

２
０
２
２
年
の
「
今
年
の
漢
字
」
に
「
戦
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
人
々
の
生
活
の

中
に
お
け
る
円
安
・
物
価
高
な
ど
の
「
戦

い
」
な
ど
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
際
秩
序
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
世

界
経
済
が
大
混
乱
に
陥
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
け
る
「
安
全
保
障
」
に
つ
い
て

問
い
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
１
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
い
ま
だ
収
束
し
た
と
は
い
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
、
感
染

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
も
内
容
を
変
更
し
な
が
ら
も
再
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
協
賛
金
の

仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
然
別
湖
コ
タ
ン

や
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
白
蛇
姫
ま
つ

り
、
町
民
花
火
大
会
、
敬
寿
会
、
ふ
る
さ

と
産
業
ま
つ
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
再
開

で
町
の
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
町
民
皆
さ
ま
の
健
康
を
第
一
に
、
コ

ロ
ナ
と
共
存
す
る
方
策
を
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
本
町
農
業
は
、
春
先
の
融
雪
は

早
か
っ
た
も
の
の
、
植
え
付
け
時
期
に
は

強
風
や
干
ば
つ
、
６
、７
月
こ
ろ
は
低
温
、

長
雨
と
天
候
に
悩
ま
さ
れ
る
１
年
で
あ
り

ま
し
た
。
史
上
最
高
で
あ
っ
た
一
昨
年
の

生
産
額
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
厳
し
い

環
境
に
あ
っ
て
、
ご
苦
労
さ
れ
た
生
産
者

個
々
の
懸
命
な
努
力
と
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
ご
尽
力
に
対
し

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

緊
迫
す
る
国
際
情
勢
や
円
安
の
影
響
で
、

農
業
資
材
や
肥
料
、飼
料
価
格
が
高
騰
し
、

経
営
に
大
き
な
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。

農
畜
産
物
は
そ
の
価
格
に
コ
ス
ト
を
転
嫁

し
に
く
い
構
造
の
た
め
、
食
料
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
も
、
国
な
ど
に
よ
る
更
な
る

支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

本
町
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
核
と

し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
戦
略
が
昨

年
４
月
に
国
の
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
公
共
施
設
群
の
長

寿
命
化
、
道
の
駅
の
再
整
備
、
留
学
セ
ン

タ
ー
の
改
築
、
然
別
湖
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

パ
ー
ク
化
な
ど
に
、
国
の
財
政
支
援
を
得

な
が
ら
進
め
る
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
国
内
初
の
家
畜
ふ
ん
尿
を
活

用
し
た
「
し
か
お
い
水
素
フ
ァ
ー
ム
」
の

開
所
、
公
用
車
に
水
素
自
動
車
の
導
入
、

省
エ
ネ
家
電
買
い
換
え
お
よ
び
脱
炭
素
自

動
車
導
入
補
助
制
度
の
新
設
な
ど
、
新
た

な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
１
月
に
は
、
と
か
ち
鹿
追

ジ
オ
パ
ー
ク
が
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
専

門
員
採
用
な
ど
の
体
制
強
化
と
地
域
住
民

が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

鹿
追
高
校
で
は
、
３
年
ぶ
り
に
カ
ナ
ダ

短
期
留
学
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
将
来
に
わ
た
っ
て
２
間
口
を
確
保
す

る
た
め
、
全
国
募
集
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援

拡
充
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
関
連
で
は
、
今
年
度
末
で
第
５

戦
車
大
隊
の
改
編
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
た

な
部
隊
の
移
駐
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
防
衛
省
に
対
し
、
実
人
員
の
増

加
を
求
め
て
要
望
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
と
新
し
い
日
常
と
し
て
企

業
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光
客
の

回
復
と
関
係
人
口
の
増
加
な
ど
を
目
的

に
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
模
索
し
て
い

て
、
課
題
解
決
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
す
る
な
ど

双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
加
速
、
コ
ロ
ナ
禍
、
異
常

気
象
に
よ
る
自
然
災
害
の
多
発
、
物
価
の

高
騰
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
我
々

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
揺
れ

動
い
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
り
組
み
、

大
き
な
試
練
に
立
た
さ
れ
て
い
る
農
業
や

観
光
振
興
、
物
価
高
騰
へ
の
対
応
、
鹿
追

高
校
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
の
充
実
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
職
員
と
と
も
に

知
恵
を
絞
り
、
町
民
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を

傾
け
、
議
会
と
の
対
話
を
絶
や
さ
ず
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も

町
政
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

鹿追町長  喜井 知己

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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令
和
４
年
、鹿
追
消
防
団
（
佐
々

木
和
男
団
長
、
団
員
59
人
）
は
創

設
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
鹿
追
町
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
「
鹿
追
消
防
団
創
設

１
０
０
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
関
係
者
約
１
５
０
人

が
出
席
し
、
１
０
０
年
の
節
目
を

祝
う
と
と
も
に
町
民
の
安
全
確
保

へ
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
佐
々
木
団
長
は
「
創
設

１
０
０
年
記
念
式
典
を
挙
行
で
き

ま
す
こ
と
は
消
防
人
と
し
て
、
こ

の
上
な
い
喜
び
で
す
。
時
代
や
組

織
の
変
換
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自

分
た
ち
の
町
は
自
分
で
守
る
と
い

う
郷
土
愛
護
の
精
神
と
情
熱
は
、

創
設
時
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
近
年
は
火
災
の
ほ
か

台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災

害
対
応
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
先
輩
た
ち
の
活
動
に
思

い
を
は
せ
、
ま
た
、
未
来
へ
つ
な

ぐ
理
念
の
『
結
』
に
団
員
の
決
意

を
込
め
、
新
た
に
町
民
の
安
全
安

心
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

喜
井
知
己
町
長
は
「
崇
高
な
る

郷
土
愛
と
熱
意
に
よ
り
献
身
的
な

努
力
を
も
っ
て
今
日
の
礎
を
築
か

れ
ま
し
た
先
人
に
敬
意
と
感
謝
を

表
し
ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

来
た
る
災
害
に
備
え
訓
練
に
励
み

点
検
に
力
を
注
ぎ
、
昼
夜
を
問
わ

ず
地
域
防
災
の
た
め
活
動
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
そ

う
し
た
団
員
を
陰
な
が
ら
支
え
る

ご
家
族
や
後
援
会
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

遠
藤
弘
一
前
団
長
ほ
か
功
績
の

あ
っ
た
団
員
と
家
族
、
団
体
に
喜

井
町
長
か
ら
感
謝
状
と
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
町
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
の
表
彰
で
は
、
火
の
用
心
、

戸
締
り
用
心
と
書
か
れ
た
法は

っ

被ぴ

を

ま
と
っ
た
ク
ラ
ブ
員
４
人
が
登
壇

し
「
火
の
用
心
を
誓
い
ま
す
」
と

元
気
な
声
で
誓
う
と
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
消
防
団
長
か
ら
は
、
消

防
後
援
会
役
員
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
藤
幹
夫
鹿
追
町
議
会

副
議
長
、
中
川
郁
子
衆
議
院
議
員
、

永
田
英
美
十
勝
総
合
振
興
局
副
局

長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
遠
藤
弘
一

前
団
長
が
「
郷
土
は
自
分
た
ち
が

守
る
と
の
強
い
信
念
を
持
っ
て
災

害
に
立
ち
向
か
う
諸
先
輩
に
憧
れ

入
団
し
、
苦
し
い
現
場
で
掛
け
替

え
の
な
い
仲
間
と
活
動
し
た
日
々

は
、
大
事
な
思
い
出
で
す
。
町
民

の
理
解
の
も
と
仕
事
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。
団
員
に
は
、

町
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
尽
力

す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

町
の
た
め
に
尽
く
し
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

鹿追消防団創設 100 年を迎えるにあたり
わたしたち消防団員は　これからの未来に向かって

一文字の活動理念を掲げました

書：小林聖鳳 氏（ ゆい ）

一、　団員相互と地域の「結」びつきを大切にします
一、　災害活動中の団員と被災者の命を「結」び安全を確保します
一、　先人から受け継いだ精神と情熱を未来へと「結」びます

　すべては愛する郷土の安全と安心のために
鹿追消防団員一同

1_ 式辞を述べる佐々木団長
2_ あいさつをする喜井町長　
3_ 祝辞を述べる中川衆議院議員　
4_ 祝辞を述べる安藤副議長　
5_ 祝辞を述べる永田十勝総合振興局副局長
6_ 会場の様子
7_ ロビーで歓談する団員の皆さん

４

３

５

２

１１

６

７

鹿
追
消
防
団 

創
設
１
０
０
年
記
念
式
典

　

北
海
道
の
開
拓
時
代
の
建
物
は

木
造
く
さ
ぶ
き
が
多
く
、
冬
の
暖

房
や
開
墾
地
の
野
火
な
ど
で
火
災

に
遭
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
不
時
の
火
災
か
ら
守
り
予
防
す

る
た
め
、
自
主
的
に
地
域
に
消
防

組
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。

　

鹿
追
消
防
団
は
、
１
９
２
３

（
大
正
12
）
年
鹿
追
火
災
予
防
組
合

の
誕
生
に
始
ま
る
。
初
代
組
合
長

に
は
三
好
澤
一
が
就
任
し
た
。
当

時
の
火
防
組
合
は
私
設
の
組
織
で

あ
っ
た
が
本
部
を
下
市
街
に
置
き
、

手
押
し
ポ
ン
プ
１
台
、
竹
は
し
ご
、

ト
ビ
、
は
ん
て
ん
、
制
帽
、
マ
ト

イ
を
整
備
し
、
ま
た
、
下
市
街
交

差
点
に
火
の
見
櫓や

ぐ
らを

設
置
し
た
。

は
ん
て
ん
に
は
「
鹿
追
火
防
組
合
」

と
染
め
抜
き
、
帽
子
に
は
金
筋
を

入
れ
全
員
白
の
手
袋
を
着
用
す
る

と
い
う
「
い
で
た
ち
」
で
、
組
合

員
は
32
名
で
あ
っ
た
。

　

戦
時
下
に
あ
っ
て
、
消
防
組
合

は
解
散
し
警
防
団
が
発
足
。
１
９

４
７
（
昭
和
22
）
年
、
鹿
追
村
消

防
団
と
改
称
。
74
（
同
49
）
年
、

音
更
、
士
幌
、
上
士
幌
、
鹿
追
町

で
構
成
す
る
「
北
十
勝
消
防
事
務

組
合
」
に
編
入
。
２
０
１
６
（
平

成
28
）
年
、
十
勝
管
内
全
域
を
共

同
で
守
る
「
と
か
ち
広
域
消
防
局
」

設
置
に
よ
り
鹿
追
町
へ
移
管
。

　

現
在
は
本
部
と
鹿
追
、
瓜
幕
、

東
瓜
幕
の
３
分
団
で
組
織
し
て
い

る
。

鹿
追
消
防
団
の
は
じ
ま
り
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被
表
彰
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

  

鹿
追
町
長
感
謝
状

▽
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
の
充
実
発

展
に
著
明
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方

前
団
長

遠  

藤  

弘  

一

元
副
団
長 

松  

浦 　

   

優 

元
第
一
分
団
分
団
長  

故 

志  

賀 　

 

浩  

前
第
二
分
団
分
団
長 

秋  

葉  

清  

次  

前
第
三
分
団
分
団
長 

髙  

井  

滉  

一   

元
第
一
分
団
副
分
団
長

故 

小  

川 　

 

浩 

元
第
二
分
団
副
分
団
長  

森  

谷  

光  

雄  

元
第
二
分
団
副
分
団
長

新  

田  

直  

幸 

前
第
二
分
団
副
分
団
長

髙  

橋  

俊  

樹 

元
第
一
分
団
部
長

片  

桐  

幸  

一 

元
第
一
分
団
部
長 

堀  
越  

幸  

夫 

元
第
一
分
団
部
長

大  

上  

真  

秀 

元
第
二
分
団
部
長

矢  

萩  

喜  

夫  

元
第
一
分
団
班
長

菅  

原  

重  

雄   

▽
永
年
消
防
に
職
を
奉
ず
る
団
員
の

職
責
完
遂
の
た
め
、
多
く
の
困
難

と
ご
苦
労
に
耐
え
献
身
的
に
協
力

さ
れ
た
ご
家
族
の
方

第
一
分
団

岡  

本  

美  

香  

第
一
分
団 

結  

城  

初  

美  

第
二
分
団

堀  

川  

千  

笑 

第
二
分
団

井  

出  

理  

恵  

第
三
分
団

畑 　

  

宣  

子   

第
三
分
団

佐  

藤  

華  

練   

第
三
分
団

土  

屋  

初  

美   

第
三
分
団

熊  

谷  

裕  

美   
▽
防
火
思
想
の
普
及
を
積
極
的
に
行

い
、
火
災
予
防
ま
た
は
団
員
確
保

に
貢
献
さ
れ
た
団
体

鹿
追
町
農
業
協
同
組
合

鹿
追
町
商
工
会

（
株
）
鹿
追
協
同
運
輸 

（
有
）
石
田
鉄
工

（
有
）
佐
々
木
工
務
店 

鹿
追
町

　
　

危
険
物
安
全
協
会 

鹿
追
町

　
　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

  

鹿
追
町
長
表
彰

▽
消
防
団
幹
部
と
し
て
職
務
に
精
励

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

本
部
副
団
長

上  

出  

恵  

三 

第
一
分
団
長

岡  

本  

康  

弘   

第
二
分
団
長

堀  

川  

法  

広 

第
二
副
分
団
長

井  

出  

健  

一   

第
三
分
団
部
長

畑  　

 

淳  

之   

第
三
分
団
部
長

鈴  

木  

喜  

英  
第
三
分
団
部
長

佐  
藤  
純  

也    

  

鹿
追
消
防
団
長
感
謝
状

▽
永
年
に
わ
た
り
鹿
追
消
防
団
後
援

会
役
員
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

会
長

福  

原  

尋  

義  

副
会
長

加  

藤  

元  

幸  

副
会
長

秋  

葉  

清  

次  

副
会
長

太  

田 　

   

茂  

事
務
局
長

兒  

山  

忠  

男  

会
計

栗  

田  

勇  

男  

監
事

永  

野  

光  

春  

1_ 受賞者代表挨拶を述べる遠藤弘一さん
2〜 10_ 受賞された方々
11_ 消防団章
12_ 式典終了後は出席者へのお礼
13_ 鹿追消防団員の皆さん
14_ �100 年を祝い切り絵を贈呈した押野見
鹿追駐在所長

15_ 鹿追消防団後援会の皆さん

１２

３

７

４

８

５

９

６

10

11

1214

15

13
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保健福祉課 福祉係  ☎︎ 66•2558

　

皆
さ
ま
が
お
住
ま
い
の
地
域
に
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
呼
ば
れ
る
方
々

が
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
っ
て
地
域

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る
中
、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
、
子
育
て
や
介
護
を

し
て
い
る
方
な
ど
が
、
周
囲
に
相
談
で

き
ず
孤
立
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、
必
要
な
支
援
を
行

う
の
が
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
の

存
在
で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
る
「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
」
に
つ
い
て
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た

だ
き
、
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

民
生
委
員

　
「
民
生
委
員
」
は
、
民
生
委
員
法
に

基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
任

期
は
3
年
で
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
の
立
場
か
ら
生
活
や
福

祉
全
般
に
関
す
る
相
談
・
援
助
活
動
を

行
っ
て
い
て
、
創
設
か
ら
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
制
度
で
す
。

　

活
動
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
見
守
り
・
相
談
、

家
庭
訪
問
な
ど
の
支
援
活
動
、
課
題
を

抱
え
る
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
へ
の
相

談
、
災
害
時
に
援
護
を
必
要
と
す
る

人
々
の
支
援
活
動
な
ど
を
、
地
域
や
福

祉
に
携
わ
る
多
く
の
方
々
と
協
力
し
合

い
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。　

児
童
委
員

　

全
て
の
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に

よ
っ
て
「
児
童
委
員
」
も
兼
ね
て
い
ま

す
。
児
童
福
祉
に
関
す
る
全
般
の
こ
と

を
担
当
し
て
い
て
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
中
や
子
育
て
の
不
安
に

関
す
る
相
談
や
支
援
を
行
い
、
子
ど
も

や
子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭
が
必
要
と

し
て
い
る
支
援
を
行
政
や
関
係
機
関
に

つ
な
げ
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
か
ら
、

児
童
虐
待
の
防
止
や
学
校
と
連
携
し
た

支
援
な
ど
、
子
育
て
や
子
ど
も
に
関
す

る
支
援
・
い
じ
め
や
不
登
校
、
虐
待
な

民
生 委 員  児 童 委

員
あなたのお悩み聞かせてください

相　談

実態把握
情報提供

相談内容
の報告

情報提供

必要な支援

役場などの
行政機関

ど
の
相
談
を
専
門
に
担
当
し
て
い
る
人

を
主
任
児
童
委
員
と
呼
び
ま
す
。現
在
、

鹿
追
町
で
は
2
人
の
主
任
児
童
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

相
談
の
守
秘

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
皆
さ

ま
に
安
心
し
て
相
談
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
法
に
基
づ
く
「
守
秘
義
務
」
が

あ
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
や
政
治

的
中
立
性
な
ど
を
特
に
重
視
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
る
場
合

に
は
、お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
の
パ
イ
プ
役

　

近
年
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
中

で
も
、
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を

抱
え
る
人
や
、
障
が
い
の
あ
る
方
、

高
齢
者
な
ど
が
孤
立
し
、
必
要
な

支
援
を
求
め
ら
れ
な
い
、
ま
た
は

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相

手
と
な
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る

住
民
と
行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な

ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め
ま
す
。

支
援
の
な
が
れ

　

地
域
住
民
か
ら
行
政
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
た
場
合
、
民
生
委

員
は
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
役
場

な
ど
の
行
政
機
関
へ
相
談
内
容
の

報
告
を
行
い
ま
す
。
行
政
は
そ
の

報
告
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
の
提

供
を
行
い
ま
す
。

　

行
政
の
目
が
届
き
づ
ら
い
問
題

も
、
民
生
委
員
と
い
う
地
域
に
根

付
い
た
存
在
が
周
囲
を
見
渡
す
こ

と
に
よ
り
、
身
近
な
問
題
に
気
付

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。「
こ

ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か

わ
か
ら
な
い
」「
近
所
に
住
ん
で
い

る
高
齢
者
の
方
が
心
配
」
と
い
っ

た
お
悩
み
が
あ
る
場
合
は
、
ぜ
ひ

民
生
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
に
も

　

民
生
委
員
は
そ
の
他
に
も
、
高

齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
敬
寿
会
な

ど
の
町
内
行
事
の
活
動
支
援
や
、

も
み
じ
の
里
・
し
ゃ
く
な
げ
荘
へ

の
訪
問
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
町
民
の
皆
さ
ま
に
近
い
存
在

と
し
て
、
い
つ
で
も
ご
相
談
い
た

だ
け
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
担
当
区
域
を
も
っ
て
活

動
し
て
い
て
、
市
町
村
ご
と
に
人

数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
に
つ
い
て
知
り
た

い
場
合
、
ま
た
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
場
合
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

鹿
追
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局
（
保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎
66
・
２
５
５
８
）

支援のながれ　イメージ図

お悩みを抱えた
地域の住民

民生委員
児童委員
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【
新
任
】

神
谷
　
秀
敏

【
新
任
】

五
十
嵐 

和
歌
子

【
新
任
】

米
澤
　
順
子

田
中 

千
惠
子

鈴
木
　
　
隆委

員
歴
9
年

委
員
歴
18
年

委
員
歴
6
年

委
員
歴
9
年

【
新
任
】【
主
任
児
童
委
員
】

大
下
　
洋
美

【担当地区】
町内全域
児童福祉に関する事項を専門に担当

☎66・2978

【担当地区】
笹川（北班、東班支所、町内班、笹
川南班、中班）・鹿追行政区（農事
組合西方面）・ひばり区

【担当地区】
下鹿追（１班、２班、３班)・中鹿追
東班・西班・鹿追行政区（農事組合
東方面）

☎66・2497

【担当地区】
中瓜幕（中央班、南班、学校班）
東瓜幕（東瓜幕班、中央班、東班、
市街班）　　　　　　☎67・2458

【担当地区】
新光１区・新光２区・新光３区・光
東２区・みどり区

☎66・2563

【担当地区】
白樺区・北町区・緑陽区・特養区

☎ 66・3361

【担当地区】
いずみ野区・新青葉区・あかね区 
鹿追行政区（泉町方面）

☎ 66・2644

【担当地区】
柏木区・年輪区・元町区・第３区 
第４区・新生２区・もみじの里区

☎66・2553

令
和
４
年
12
月
か
ら
新
た
に

７
人
が
民
生
委
員
に

　

令
和
４
年
12
月
1
日
の
全
国
一

斉
改
選
に
よ
り
、
鹿
追
町
で
は
７

人
が
新
し
く
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
任
命
さ
れ
、
12
月
１
日
、
役

場
第
２
会
議
室
に
お
い
て
厚
生
労

働
大
臣
な
ら
び
に
北
海
道
知
事
か

ら
の
委
嘱
状
が
、
喜
井
町
長
よ
り

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
４
年
12
月
1
日
か

ら
令
和
７
年
11
月
30
日
ま
で
。

　

任
命
に
と
も
な
い
、
喜
井
町
長

か
ら
「
個
人
情
報
が
よ
り
重
視
さ

れ
て
い
る
時
代
と
な
り
、
民
生
委

員
の
責
任
も
よ
り
重
た
い
も
の
と

な
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の

見
守
り
役
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

き
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
今
後
も

住
み
や
す
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

民
生
委
員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

   

下
記
に
皆
さ
ま
の
地
区
を
担
当

す
る
民
生
委
員･

児
童
委
員
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
悩
み
ご

と
相
談
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

【
新
任
】【
主
任
児
童
委
員
】

東
原 

真
智
子

【担当地区】
町内全域
児童福祉に関する事項を専門に担当

☎66・1665

☎67・2255

堀
川
　
法
広

窪
田
　
千
博

伊
藤
　
章
一

浅
野
　
富
夫

大
井
　
基
寛

三
反
﨑 

里
香

高
橋
　
征
男

﨑
野
　
靖
子

委
員
歴
6
年

委
員
歴
3
年

委
員
歴
3
年

委
員
歴
3
年

委
員
歴
6
年

委
員
歴
3
年

委
員
歴
3
年

【担当地区】
瓜幕中央区・北瓜幕 ( 農栄班、西班 ) 
南瓜幕（東班）・然別湖畔区

☎67・2770

【担当地区】
光東１区・中央１区・中央２区・銀
座区・東銀座区・大和区・旭区

☎66・2165

【担当地区】
花園区・学園区・若葉区・青葉区 
新和区・鹿追行政区（西町方面）

☎ 66・3114

【担当地区】
新生1区・曙区・第1区・栄区・第6区 
仲町区・もみじ区

☎66・2296

【担当地区】
南瓜幕（西班）・瓜幕（西区、平成区、
文京区）

☎67・2010

【担当地区】
北鹿追（南班、中班、北班）・笹川（東
班）

☎ 66・2960

【担当地区】
平成区・大栄区・平和区・末広区 
日の出区・新緑区

☎66・3109

退
任
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

　

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
樋

口
幸
子
さ
ん
、東
海
林
美
子
さ
ん
、

金
須
か
よ
子
さ
ん
、林
律
子
さ
ん
、

福
井
保
子
さ
ん
、
髙
井
和
子
さ
ん

が
退
任
さ
れ
、
長
年
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
喜
井
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
樋
口
さ
ん
と
東
海

林
は
21
年
、
金
須
さ
ん
は
18
年
、

林
さ
ん
は
15
年
、
福
井
さ
ん
と
髙

井
さ
ん
は
6
年
に
わ
た
り
同
委
員

を
務
め
ら
れ
、
町
の
社
会
福
祉
の

増
進
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
る
方
か
ら
新
た
に
任

命
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
方
へ
綿
密
な
引
継
ぎ
が
行
わ

れ
、
決
意
を
新
た
に
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
新
任
】

中
尾
　
明
人

【担当地区】
上幌内行政区・幌内（北班、中央班、
共和班）

☎66・3391

【
新
任
】

長
屋
　
　
寿

【担当地区】
上然別（１班、２班）・美蔓（南班、
北班）

☎ 66・3298

感謝状を贈呈された樋口さん

遠
藤 

美
　
子
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令
和
４
年
11
月
臨
時
会
な
ら
び
に
12
月

定
例
会
に
お
い
て
、
可
決
さ
れ
た
補
正
予

算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（
※
１
万
円
未
満
に
つ
い
て
は
四
捨
五
入
）

　
各
会
計
補
正
予
算
額

　
11
月
臨
時
会
に
お
い
て
は
、
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民
と
町
内
事
業

者
へ
の
各
種
支
援
事
業
の
増
額
補
正
を
行

い
ま
し
た
。
12
月
定
例
会
お
い
て
は
、
入

札
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
な
ど
に
よ
る
執
行
残
額
、
国
の
補
助
金

な
ど
が
一
部
で
措
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
に
伴
う
未
執
行
分
を
整
理
し
、
人
事

院
勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与
改
定
を
行
う

た
め
の
人
件
費
お
よ
び
燃
料
費
や
光
熱
費

高
騰
に
伴
い
不
足
の
恐
れ
の
あ
る
予
算
に

つ
い
て
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

地
方
財
政
法
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
３
年
度
決
算
に
伴
う
実
質
収
支
の
２

分
の
１
（
２
億
７
０
０
０
万
円
）
を
減
債

基
金
へ
積
み
立
て
を
行
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策
補
正
予
算

▼
町
民
・
事
業
な
ど
へ
の
支
援

５
９
２
９
万
円

財
源
：
臨
時
交
付
金　
３
０
３
９
万
円

国
庫
支
出
金　
２
４
８
６
万
円

一
般
財
源　
　
　
４
０
４
万
円

物
価
高
騰
対
応
商
品
券
発
行
事
業（
総

務
課) 　
　
　
　
　
【
２
８
０
６
万
円
】

大
学
生
等
応
援
給
付
事
業
（
子
育
て

支
援
課)　
　
　
　
　
【
４
８
７
万
円
】

鹿
追
町
く
ら
し
応
援
事
業
補
助
金［
生

活
応
援
セ
ー
ル
事
業
］ （
商
工
観
光
課)

　
　
　
　
　
　
　
　

  【
１
５
０
万
円
】

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
事
業
（
保
健
福
祉
課)

　
　
　
　
　
　
　

  【
２
４
８
６
万
円
】

　
そ
の
他
、
可
決
さ
れ
た

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容

燃
料
費
・
電
気
代
高
騰
に
伴
う
増
額

補
正
［
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
］

　
　
　
　
　
　
　

  【
４
０
５
９
万
円
】

生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
等
業
務

委
託
料
（
保
健
福
祉
課)

　
　
　
　
　
　
　
　

  【
９
５
０
万
円
】

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
実
施
設
計

業
務
委
託
料
（
総
務
課)

　
　
　
　
　
　
　
　

  【
５
３
９
万
円
】

認
定
こ
ど
も
園
電
子
オ
ル
ガ
ン
購
入

事
業
（
子
育
て
支
援
課)

　
　
　
　
　
　
　
　

  【
１
１
８
万
円
】

ハ
ウ
ス
加
温
機
購
入
事
業
（
建
設
水

道
課)　
　
　
　
　
　
【
１
６
２
万
円
】

（　
）
内
は
担
当
課

会　　　　計 現　計 11月補正額 12月補正額 計

一 般 会 計 74億2627万円 5929万円 3億7542万円 78億6098万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 8億442万円 - 21万円 8億463万円
国民健康保険病院事業会計　収益的支出 ６億2040万円 - 149万円 6億2189万円
簡 易 水 道 特 別 会 計 2億1545万円 - 409万円 2億1954万円
下 水 道 特 別 会 計 2億7420万円 - 552万円 2億7972万円
介 護 保 険 特 別 会 計 5億2936万円 - 20万円 5億2956万円
後期高齢者医療特別会計 9820万円 - △249万円 9571万円

合　　　計 99億6830万円 5929万円 3億8444万円 104億1203万円

補正補正
予
算
予
算

まち
のお金の使いかた 　＜表の見方＞　○：通常業務　　休：閉庁・休館・休診　　▲：一部業務を行います　　

26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

鹿追町役場・瓜幕支所 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

介護予防センター ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

トリムセンター　※１ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

　　（フィットネス） ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

　　（浴　場） 休 ○ ○ ○ ○ ▲ 休 休 休 ○ ○ ○

町民ホール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神田日勝記念美術館 休 ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

総合スポーツセンター 休 ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

健康温水プールしかおい 休 ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

交流センターみないる ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

ピュアモルトクラブハウス ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

図書館 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

ウリマックホール ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

ライディングパーク　※ 2 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

うりまく夢創造館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○

ワーキングセンター ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

とかち鹿追ジオパーク会館 ○ 休 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

ごみ収集業務　※ 3 ○ ○ ○ ▲ 休 休 休 休 ▲ ○ ○ ○

し尿くみ取り業務　※ 4 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○

最終処分場 休 休 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 休 休

ひまわりセンター　※ 5 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

患者輸送バス ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

国民健康保険病院　※ 6 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

みやざわ循環器・内科クリニック ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○

鹿追東町歯科医院 ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○

国際交流センター平成館 休 ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ ○

※1 �トリムセンターの浴場は、12月31日（土）午前10時〜午後6時まで入浴ができますので、ご利用ください。
※2 ライディングパークの業務は、１月７日（土）開始となります。
※3 12月29日（木）と１月3日（火）は、生ごみのみの臨時収集を行います。お住まいの行政区の生ごみ収集の曜日が火・

木曜日の方は、既定のごみステーションにお出しください。
※4 し尿くみ取りの年内の受付は終了しました。1月5日(木)より通常受付・収集となります。
※5 �ひまわりセンターでは、センター前に常設の資源ごみ回収ボックスを設置しています。また、年末年始は臨時に「生

ごみ・燃やすごみ・燃やさないごみ回収ボックス」を設置していますのでご利用ください。
※6 �休診日における救急外来は、緊急に処置や治療が必要な重症患者を診るためのものです。「日中用事があり来られ

なかった」「薬が無くなった」などの緊急性の低い受診はご遠慮ください。なお来院される場合は、事前に病院へ
電話連絡のうえ、当直看護師の指示を受けてくださいますようお願いします。

（事業系一般廃棄物のみ）

年末年始年末年始の主な町内施設・医療機関の業務案内の主な町内施設・医療機関の業務案内
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Town's topics

まちの話題

　

12
月
10
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

鹿
追
町
陸
上
競
技
協
会
年
間
優
秀
選
手
等
表
彰
式

（
同
協
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

表
彰
式
で
は
、
今
年
度
活
躍
さ
れ
た
方
に
対
し
そ

の
功
績
を
讃
え
、
20
個
人
、
４
団
体
に
年
間
優
秀

選
手
賞
が
贈
ら
れ
、
會
田
幸
吉
同
協
会
会
長
か
ら

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
會
田
会
長
が
「
皆
さ
ん
の
活
躍
は
保
護

者
の
方
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ

ト
が
町
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
大
会
に
近
い
状
態
で

の
練
習
が
可
能
に
な
り
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
志
賀
虹こ

う
き月

さ
ん
（
鹿
高
２
年
）
が
受

賞
者
を
代
表
し
「
多
く
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る

も
の
と
感
謝
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今年１年の活躍を讃え今年１年の活躍を讃え
年間優秀選手などを表彰年間優秀選手などを表彰

　

12
月
８
日
、
神
田
日
勝
記
念
美
術
館
に
お
い
て
、

神
田
日
勝
生
誕
祭
「
第
20
回
日
勝
祭
」（
馬
耕
忌
・

生
誕
祭
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
54
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
勝
祭
は
神
田
日
勝
の
生
誕
を
祝
う
フ
ァ
ン
の

集
い
で
、
小
檜
山
博
名
誉
館
長
が
命
名
。
今
回
は

ギ
タ
ー
演
奏
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
の
２
部
構

成
で
企
画
さ
れ
、
ま
た
今
年
度
は
、
神
田
日
勝
記

念
美
術
館
友
の
会
が
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
「
友
の
会
創
立
30
周
年
記
念
式
典
」
も
併
せ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ギ
タ
ー
演
奏
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
リ
ス
ト

の
田
中
光
俊
さ
ん
が
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」

「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」
な
ど
、
４
曲
を
披
露
。
繊
細

で
柔
ら
か
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
音
色
で
聴
衆

　

第20回日勝祭と友の会創立30周年第20回日勝祭と友の会創立30周年
記念式典「新しい時代に挑戦」記念式典「新しい時代に挑戦」

を
魅
了
し
ま
し
た
︒　

　

続
い
て
︑
同
館
で
９
月
23
日
か
ら
12
月
11
日
ま

で
開
催
の
企
画
展
﹁
加
藤
か
お
り
展 

紙
ー
折
る
・

ひ
ら
く
」
の
出
品
作
家
、
加
藤
か
お
り
さ
ん
に
よ

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
紙
を
素
材

に
し
た
作
品
制
作
の
過
程
や
秘
話
な
ど
、
ク
イ
ズ

を
交
え
な
が
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
制
作
の

実
演
も
行
わ
れ
、
紙
に
命
が
吹
き
込
ま
れ
る
様
子

に
参
加
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
「
友
の
会
創
立
30
周
年
記
念
式
典
」
で
は
、
武
田

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
に
続
い
て
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
毎
年
馬
耕
忌
の
祭
壇
設
置
な
ど
長
き

に
わ
た
り
友
の
会
事
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

野
村
英
雄
さ
ん
に
特
別
功
労
賞
が
、
ま
た
、
役
員

と
し
て
友
の
会
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
森

住
陽
子
さ
ん
、
埴
渕
洋
子
さ
ん
、
藤
田
農
夫
治
さ

ん
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

野
村
さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
、
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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お知らせ掲示板
担当課・係から ひとこと

な
ぜ
、
誰
の
た
め
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
？

な
ぜ
、
誰
の
た
め
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
？

私
た
ち
の
選
択
が
社
会
を
変
え
る

私
た
ち
の
選
択
が
社
会
を
変
え
る

企
画
課  

企
画
係

　

11
月
19
日
、
町
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
鹿
追
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
33
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
は
、
２
０
２
２
年
４
月
に
国

の
脱
炭
素
先
行
地
域
の
指
定
を
受
け
、

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
講
師
は
、
公
益
財
団
法

人
北
海
道
環
境
財
団
か
ら
お
招
き
し
、

な
ぜ
脱
炭
素
が
必
要
な
の
か
、
進
め
る

こ
と
で
暮
ら
し
は
ど
う
変
わ
る
の
か
な

ど
地
球
温
暖
化
対
策
の
基
本
に
つ
い
て

講
話
い
た
だ
き
、
未
来
の
町
の
た
め
に

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
参
加
者
同

志
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。久保田学北海道環境財団事務局次長による

気候危機と脱炭素地域づくりと題した講話

町
の
防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
森
住
さ

町
の
防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
森
住
さ

ん
が
全
国
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

ん
が
全
国
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

町
民
課  

住
民
生
活
係

　

12
月
14
日
、
新
得
町
公
民
館
に
お
い

て
「
令
和
４
年
度
防
犯
功
労
者
表
彰
伝

達
式
」
が
行
わ
れ
、
森
住
松
夫
さ
ん
が

全
国
防
犯
功
労
者
表
彰
防
犯
栄
誉
銀
章

を
受
賞
し
、
野
中
稔
蔵
釧
路
方
面
新
得

警
察
署
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

森
住
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
か
ら
鹿
追

町
防
犯
協
会
会
員
、
同
61
年
少
年
補
導

員
と
し
て
、
地
域
防
犯
活
動
や
青
少
年

非
行
防
止
活
動
を
推
進
。
ま
た
、
同
協

会
の
監
事
、
副
会
長
を
経
て
平
成
９
年

に
会
長
と
新
得
地
方
防
犯
協
会
連
合
会

理
事
に
就
任
さ
れ
、
組
織
の
充
実
強
化

と
地
域
住
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
に
ご

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

防犯栄誉銀章を受賞された森住松夫さん（右）
と野中新得警察署長（左）

２
月
１
日
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

２
月
１
日
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

始
め
ま
す

始
め
ま
す

総
務
課  

総
務
係

　

令
和
５
年
２
月
１
日
よ
り
、
庁
舎
戸

籍
窓
口
と
神
田
日
勝
記
念
美
術
館
で
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
住
民
票
や
各
種
証
明
書
の

発
行
手
数
料
、
美
術
館
の
入
館
料
な
ど

を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ

ー
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
で
支
払
う
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
／
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、　

Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｃ
ａ
ｒ
ｄ
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ 

な
ど

○ 

電
子
マ
ネ
ー
／
楽
天
Ｅ
ｄ
ｙ
、Ｗ
ａ
ｏ
ｎ
、

ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ 

な
ど

○ 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
／
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、
ｄ
払

い 

な
ど

　

な
お
、
町
税
や
水
道
料
金
な
ど
の
支

払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

新型コロナウイルス感染症対策や利用者の
利便性の向上を目指し導入します

地
域
貢
献
に
尽
く
さ
れ
た
事
業
所
に

地
域
貢
献
に
尽
く
さ
れ
た
事
業
所
に

感
謝
状
を
贈
呈

感
謝
状
を
贈
呈

総
務
課  

総
務
係

　

12
月
14
日
、
役
場
応
接
室
に
お
い
て

笹
川
地
区
の
明め

い
き
ょ渠
排
水
路
の
草
刈
作
業

に
尽
く
さ
れ
た
（
株
）
三
井
組
と
、
然

別
湖
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
駆
除
に
尽
く

さ
れ
た
日
本
航
空
（
株
）
帯
広
支
店
に

松
本
副
町
長
か
ら
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

松
本
副
長
町
は
「
毎
年
、
地
域
貢
献

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
し

ま
す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
為
、
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
駆

除
に
尽
く
さ
れ
た
（
株
）
構
研
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、（
株
）
福
田
水
文
セ
ン

タ
ー
へ
は
感
謝
状
の
郵
送
を
も
っ
て
表

彰
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご功績に感謝し三井社長（左）と澤山支店
長（右）に感謝状が贈呈されました

0101
農
業
塾
で
町
や
農
業
に
つ
い
て
学
び

農
業
塾
で
町
や
農
業
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た

ま
し
た

農
業
振
興
課  

農
政
係

　

12
月
５
日
、
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
に
お
い
て「
鹿
追
町
01
農
業
塾
」

の
一
般
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
塾
と
は
、
座
学
や
先
進
地
視
察

研
修
な
ど
多
様
な
講
座
を
通
じ
、
次
代

を
担
う
農
業
後
継
者
の
育
成
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
喜
井
知
己
町
長
が
「
町
づ

く
り
に
つ
い
て
」、
木
幡
浩
喜
Ｊ
Ａ
鹿

追
町
組
合
長
が
「
今
後
の
農
業
の
方
向

性
に
つ
い
て
」、
菊
池
輝
夫
農
業
委
員

会
長
が
「
農
業
委
員
会
の
役
割
と
活
動

に
つ
い
て
」
の
３
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
懇
談

会
も
行
わ
れ
、
講
座
の
質
問
や
お
話
を

し
て
交
流
し
ま
し
た
。

「町づくりについて」を話す喜井町長と受
講した６人

鹿
追
町
幼
小
中
高
一
貫
教
育
研
究
大
会

鹿
追
町
幼
小
中
高
一
貫
教
育
研
究
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

学
校
教
育
課  

学
校
教
育
係

　

11
月
30
日
、
鹿
追
小
学
校
（
佐
藤
正

由
校
長
）
に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
鹿

追
町
幼
小
中
高
一
貫
教
育
研
究
大
会
」

（
町
一
貫
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
運
営
協
議
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
１
０
０
人
を
超
え
る
教
職

員
や
教
育
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
年
生
・
６
年
生
の
国
語
、

２
年
生
・
５
年
生
の
算
数
の
公
開
授
業

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
授
業
を

見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
教
室
で

授
業
後
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
校
長
は
、「
児
童
の
や
る
気
が

向
上
す
る
よ
う
な
学
び
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

１年生の国語の授業「スイミー」を見学す
る教職員と関係者

医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
の
た
め
の
支
援

医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
の
た
め
の
支
援

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
ま
し
た

保
健
福
祉
課 

福
祉
係

　

12
月
７
日
、
管
内
初
の
「
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
お
子
さ
ん
と
家
族
の
た
め

の
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
鹿
追
町
版
」
が

完
成
し
、
作
成
に
協
力
い
た
だ
い
た
家

族
と
関
係
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

札
幌
版
を
作
成
し
た
団
体
か
ら
の
原

案
提
供
や
町
内
の
ご
家
族
な
ど
か
ら
協

力
を
い
た
だ
き
、
鹿
追
町
地
域
自
立
支

援
協
議
会
と
か
し
わ
の
も
り
が
共
同
で

作
成
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
出
生
か
ら
退

院
ま
で
の
流
れ
や
生
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
イ
メ
ー
ジ
、
先
輩
家
族
か
ら
こ
れ
か

ら
自
宅
で
生
活
を
始
め
る
方
へ
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
や
窓
口
な

ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿追版の支援ガイドブック作成に協力いた
だいた家族と関係者

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
平
成
館
で
の
朝
食

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
平
成
館
で
の
朝
食

は
い
か
が
で
す
か
？

は
い
か
が
で
す
か
？

企
画
課  

企
画
係

　

12
月
２
日
か
ら
令
和
５
年
１
月
28
日

ま
で
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
平
成
館
に

お
い
て
、
世
界
の
朝
食 

第
３
段 

ベ
ル

ギ
ー
の
朝
食
「
ワ
ッ
フ
ル
」
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
日
限
定
10
食
。
ワ
ッ
フ
ル
・
ベ
ー

コ
ン
・
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
・
野
菜
（
時
期

に
よ
り
変
更
あ
り
）・
お
好
き
な
飲
み

物
の
セ
ッ
ト
を
７
０
０
円
で
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

提
供
時
間
は
、
金
曜
・
土
曜
限
定
で
、

金
曜
日
が
11
時
か
ら
14
時
ま
で
、
土
曜

日
が
８
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、
同
館(

☎︎
０
１
５
６
・

67
・
７
５
３
５
）
へ

バターの香りがふんわり広がるワッフルを
ぜひご賞味ください！
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当
協
議
会
所
属
の
司
法
書
士
が
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
テ
キ
ス
ト
相
談
を

行
い
ま
す
。

《
実
施
期
間
》
12
月
29
日
（
木
）
〜
令
和

５
年
１
月
３
日
（
火
）   

24
時
間
対
応

《
相
談
内
容
》
賃
金
や
残
業
代
の
未
払
い

な
ど
／
借
金
問
題
・
生
活
困
窮
／
解
雇
・

離
職
・
地
位
確
認
な
ど
／
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
／
住
居
・
賃
貸

の
お
悩
み
／
各
種
支
援
制
度
の
ご
紹
介

＊
司
法
書
士
法
に
定
め
る
業
務
範
囲
内

で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

《
相
談
料
》
無
料  

※
通
信
費
は
ご
負
担

く
だ
さ
い
。

《
相
談
方
法
》
実
施
期
間
中
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
プ
リ
か
ら
「
＠
７
７
１ 

ｚ
ｃ
ｅ
ａ
ｍ
」

を
検
索
、
ま
た
は
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
友
達
追
加
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ 

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎︎
03
・
３
３
５
９・３
５
１
３

　
手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書
は
、
原

則
と
し
て
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
お
よ

び
信
書
便
事
業
者
だ
け
が
取
り
扱
う
こ

と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
宅
配
便
や
メ
ー
ル
便
で
は
、
原
則
と
し

て
信
書
の
送
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
総
務
省
情
報
流

通
行
政
局
郵
政
行
政
部
」、「
信
書
便
制

度
周
知
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ 

総
務
省 

北
海
道
総
合
通
信
局 

信
書
便
監

理
官
☎
０
１
１・７
０
９・２
３
１
１

▼
お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
が

サ
ポ
ー
ト
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国

の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す

る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

《
ご
融
資
額
》
お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

《
金
利
》
年 

１
・
95
％  

※
母
子
家
庭
の

方
な
ど
は
年
１
・
55
％
（
令
和
４
年
11

月
１
日
現
在
）

《
ご
返
済
期
間
》
18
年
以
内

◆
問
合
せ 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎︎
０
５
７
０・
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は
☎︎
03
・

５
３
２
１・８
６
５
６

　
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」制
度
と
は
、

道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関
す
る
苦

情
を
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
苦
情
審
査
委

員
が
公
平
で
中
立
な
立
場
か
ら
審
査
す

る
制
度
で
す
。 

　
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情

で
あ
れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員
に
申
し
立

て
が
で
き
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
道
の

業
務
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ

る
と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護
に
も

十
分
配
慮
し
ま
す
。

■�

苦
情
申
し
立
て
の
窓
口
は
、
道
庁
の

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合

振
興
局
（
振
興
局
）
の
総
務
課
で
す
。 

■
苦
情
申
立
書
お
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

■
申
し
立
て
方
法
や
申
立
書
様
式
、リ
ー

　
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
北
海
道
公
式
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
苦
情
の
申
し
立
て
に
必
要
な
事
項
を

　
記�

入
し
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

　
ル
で
も
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。 　

　
（
電
話
や
匿
名
で
の
申
し
立
て
は
受
け

　
付
け
て
い
ま
せ
ん
）

◆
問
合
せ 

⑴
十
勝
総
合
振
興
局 

総
務
課

☎
０
１
５
５
・
27
・
８
５
０
２

⑵
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相

談
セ
ン
タ
ー  

☎
０
１
１・２
０
４・５
５
２
３

FAX
０
１
１・２
４
１・８
１
８
１

　
経
営
の
安
定
な
ら
び
に
振
興
を
目
的

に
、
町
内
中
小
企
業
者
が
金
融
機
関
か

ら
事
業
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
利
子
お
よ
び
保
証
料
を

補
給
す
る
事
業
を
例
年
同
様
行
い
ま
す
。

▼
鹿
追
町
中
小
企
業
事
業
資
金
利
子
補

給
事
業

《
対
象
》
町
内
に
お
い
て
独
立
し
た
事
業

所
ま
た
は
店
舗
を
有
す
る
方
で
、
卸
小

売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
、鉱
工
業
、運
輸
業
、

そ
の
他
の
事
業
を
１
年
以
上
営
む
法
人

ま
た
は
個
人
。（
遊
興
娯
楽
な
ど
の
不
急

の
業
種
は
除
く
）

《
補
給
条
件
》
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ

と 

①
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と 

②
商

工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
て
、
対
象
事

業
資
金
の
手
続
き
を
し
て
い
る
こ
と

《
補
給
内
容
》
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
利
子
お
よ

び
保
証
料
を
、
規
則
に
則
っ
て
算
出
し

た
額

《
申
請
期
限
》
令
和
５
年
１
月
23
日
（
月
）

＊
鹿
追
町
商
工
会
を
経
由
の
う
え
、
商

工
観
光
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ 

商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係

☎
66
・
４
０
３
４

　　　
親
子
で
病
気
や
災
害
な
ど
の
悪
い
鬼

を
追
い
払
い
ま
せ
ん
か
？
た
く
さ
ん
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
日
時
》
令
和
５
年
２
月
３
日
（
金
）
午

前
10
時
15
分
～

《
場
所
》
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《
対
象
》
町
内
在
住
で
未
就
学
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

《
定
員
》
８
組

《
持
ち
物
》
飲
み
物

《
申
込
み
》
令
和
５
年
1
月
13
日
（
金
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ 

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
66
・
１
１
６
５

　　
令
和
５･

６
年
度
建
設
工
事
等
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

《
受
付
期
間
》
令
和
５
年
２
月
１
日
（
水
）

〜
28
日
（
火
）
※
郵
便
は
28
日
必
着

《
提
出
書
類
》

建
設
工
事
な
ど
／
市
町
村
統
一
様
式

物
品
納
入
な
ど
／
鹿
追
町
様
式

《
受
付
場
所
》
役
場 

総
務
課 

財
政
係

《
提
出
方
法
》
郵
送
ま
た
は
持
参
（
土
日

祝
日
は
除
く
）

《
そ
の
他
》
物
品
納
入
な
ど
の
鹿
追
町
様

式
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
受
付
場
所
に
て

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ 

総
務
課 

財
政
係
☎
66
・

２
３
１
１

　

　
電
気
メ
ー
タ
ー
（
電
力
量
計
）
に
は
、

電
気
の
使
用
量
を
正
確
に
計
量
す
る
た

め
国
の
法
律
（
計
量
法
）
に
よ
り
、
検

定
有
効
期
限
ま
で
の
取
り
替
え
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
※
有
効
期
限
は

メ
ー
タ
ー
に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
な
ど
に

記
載
し
て
い
る
年
月
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
取
替
工
事
に
際
し
、
費
用
は
か
か
り

　
ま
せ
ん
。

■
取
替
作
業
は
身
分
証
明
書
を
携
帯
し

　
た
弊
社
社
員
ま
た
は
施
工
会
社
の
社

　
員
が
訪
問
し
ま
す
。(

弊
社
社
員
な
ど

　

を
装
っ
た
詐
欺
・
窃
盗
・
悪
質
な
勧

　
誘
に
ご
注
意
く
だ
さ
い)

■
取
替
作
業
は
電
気
メ
ー
タ
ー
設
置
場

　
所
の
み
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
不
在

　
時
で
も
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
お
客
さ

　
ま
不
在
時
に
停
電
で
作
業
を
す
る
こ

　
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
停
電
が
必
要
な

　
場
合
は
別
途
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◆
問
合
せ 

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
株
） 

新
得
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー 

計

器
担
当
☎
０
１
２
０・
０
６
０・
７
３
５

（
営
業
時
間
／
月
曜
日
〜
金
曜
日
・
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

『
節
分
の
集
い
』
の
お
知
ら
せ

制度の詳細

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止や延期の可能性もありますことをご了承願います

情報BOX

「
利
子
・
保
証
料
」
補
給
制
度

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

電
気
メ
ー
タ
ー
（
電
力
量
計
）

に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

年
末
年
始 

労
働
・
困
り
ご
と

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
会

友達追加は
こちらから

手
紙
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す

信書便制度
周知リーフレット

総務省情報流通
行政局郵政行政部

知
っ
て
い
ま
す
か
？

道
の
「
苦
情
審
査
委
員
」
制
度

メール

北海道公式 HP
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▼
世
界
の
「
ト
モ
ダ
チ
」
に
会
い
に
日

本
を
飛
び
出
そ
う
！

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、
春
休
み
海
外
研
修
交
流
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
海

外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、
国

際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。
初
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
も

安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
事
前
説

明
会
（
対
面
式
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）
や
事

前
研
修
会
も
実
施
し
、準
備
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

《
研
修
国
》
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
ハ
ワ
イ
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ネ
パ
ー
ル

《
研
修
内
容
》
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研

修
・
学
校
訪
問
・
文
化
交
流
・
地
域
見

学
・
野
外
活
動
な
ど  

＊
研
修
国
（
コ
ー

ス
）
に
よ
り
体
験
内
容
を
お
選
び
い
た

だ
け
ま
す
。

《
説
明
会
》
対
面
式
（
東
京
都
内
）
と
オ

ン
ラ
イ
ン
式
・
12
月
予
定  

＊
実
施
日
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
日
程
》
令
和
５
年
３
月
26
日
（
日
）
〜

４
月
６
日
（
木
）
の
う
ち
、
７
〜
12
日

間  

＊
研
修
国
（
コ
ー
ス
）
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

《
対
象
》
小
学
校
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

＊
研
修
国
（
コ
ー
ス
）
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

《
定
員
》
各
10
名

《
参
加
費
》
34
万
８
千
円
〜
78
万
８
千
円  

＊
研
修
国
（
コ
ー
ス
）
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

《
締
切
》
令
和
５
年
１
月
12
日
（
木
）、

１
月
25
日
（
水
）

＊
研
修
国
（
コ
ー
ス
）
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

◆
問
合
せ 

公
益
財
団
法
人 

国
際
青
少
年

研
修
協
会
☎︎
03
・
６
８
２
５・３
１
３
０

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止や延期の可能性もありますことをご了承願います

情報BOX

自衛官などを募集しています

【問合せ】自衛隊帯広募集案内所　帯広市西５条南 14 丁目 13　NC サウスビル
　　　　   ☎・Ｆ 0155・23・8718

※募集資格の年齢は採用時期によって異なります。なお、受付期間や試験日については状況により変更になることがあります。
　詳しくは下記のいずれかにお問い合わせください。

募集種目 応募資格 受付期間 試   験   日

自衛官候補生
（陸上・海上・

航空の男女）

18 歳以上 33 歳未満
※ 32 歳の方は採用予定月の末日
     現在、33 歳に達していない方

〜令和５年
１月 17 日（火） 令和５年１月 23 日（月）

〜令和５年
２月８日（水） 令和５年２月 12 日（日）

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

一般 　  ４月１日現在、15 歳以上
　  17 歳未満の男子　

〜令和５年
１月６日（金）

【１次】 令和５年１月 14 日（土）または 15 日（日）
【２次】 令和５年１月 28 日（土）または 29 日（日）

予備自衛官補

一般 18 歳以上 34 歳未満の方
   令和５年

１月 10 日（火）
〜

４月６日（木）

令和５年４月 15 日（土）〜 23 日（日）の
指定する日

技能

18 歳以上で国家免許資格などを
有する方（資格により年齢上限
は 53 歳未満〜 55 歳未満）
※資格など細部はお問い合わせく
    ださい

募集案内所メール 地本ＨＰ

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の
春
休
み

海
外
研
修
交
流
事
業   

参
加
者
募
集

国際青少年
研修協会 HP

除雪除雪作業のお知らせ
建設水道課 車両係 ☎ 66・4033

障害物の撤去をお願いします

除雪作業を円滑に進めるため、路上駐車は
絶対にせず、道路上にものを置かないでく
ださい。事故を引き起こす恐れがあります。

作業車の直前•直後の横断はやめましょう

作業中の除雪車には絶対に近づかないでく
ださい。特にお子さまやお年寄りは十分気
をつけましょう。

玄関先の除雪は各家庭で

玄関先から道路までの除雪は、各家庭でお
願いします。車道への雪だしは通行の妨げ
になるので、おやめください。

歩道除雪にご協力ください

各町内会・商店街などによる除雪・排雪に
ご協力ください。ひとりひとりの心掛け次
第で除雪作業は迅速に行われます。

除雪後もご注意を

車道の除雪後には、間口に段差ができてし
まう場合があるので車の出入りには十分気
をつけましょう。また、雪山でのそり遊び
なども道路付近では大変危険なのでやめま
しょう。

　町では、冬期間の雪捨て場として次の場所を解放
します。なお雪を搬入するときは、なるべく奥まで
行って捨てるようにご協力お願いします。

❶鹿追地区（一般車）元町４丁目（家畜共進会場西側２カ所）

　町内の除雪は、国道は帯広開発建設部、
道道は帯広建設管理部 ( 旧土木現業所 )、
町道は鹿追町が実施し、皆さまの生活道路
を快適にするために日夜努力しています。
迅速な除雪作業を心掛けていますが、より
安全な道路確保のために次の事項にご協力
をお願いします。

❷鹿追地区（大型車）旧もみじ橋付近河川敷地２カ所
　 ※工事関係の排雪はこちらをご利用ください (12 月 12 日から利用可能 )

❸瓜幕地区（一般車および道路排雪車）瓜幕東２丁目43
     ※工事関係の排雪は「❷鹿追地区（大型車）」の雪捨て場をご利用ください

雪 捨 て 場 の お 知 ら せ
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保健福祉課（トリムセンター内）☎ 66・1311 F66・1818健幸福祉のページ
ふ しくけんこう

　
鹿
追
町
で
は
、
要
介
護
状
態

と
な
っ
た
と
し
て
も
、
皆
さ
ん

が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
鹿
追
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
の
方
の
総
合

窓
口
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

支
え
る
主
な
取
り
組
み

〇
健
康
相
談
・
健
康
教
育

〇
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

〇
シ
ル
バ
ー
体
操
教
室

〇
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度

〇
配
食
サ
ー
ビ
ス

〇
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

〇
通
院
助
成
事
業

〇
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

〇
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

〇
権
利
擁
護
事
業

他
に
も
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
に
よ

り
対
象
者
な
ど
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相

談
下
さ
い
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援

事
業
に
つ
い
て

　

鹿
追
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
方
や
ご
家

族
を
支
え
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業

は
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

の
専
門
知
識
を
も
っ
た
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
専
門
職
に
よ
っ
て

チ
ー
ム
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
ま
た
は
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
を
訪
問

し
、
認
知
症
に
関
す
る
心
配
事
な

ど
の
相
談
に
応
じ
、
医
療
機
関
の

受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
お
む
ね
６

カ
月
間
行
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ

と
、
お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
下
さ
い
。

Houkatu 　鹿追町地域包括支援センターの取り組み
　について

包
括
ケ
ア
係

　配食サービス

　緊急通報システム　緊急通報システム

　ご相談はお気軽に　ご相談はお気軽に

　生きがいデイサービス　生きがいデイサービス

　「喜井町長ふれあいトーク」は、平成館で行う「カフェ
トーク」と、喜井町長が皆さまのもとに出向く「出前トー
ク」の２種類があります。
　いずれも喜井町長が皆さまの生の声に耳を傾け、ご
要望に応じて町の状況をお伝えしたり、課題の解決に
向け一緒に知恵を絞ったり、皆さまからアイディアを
いただく中で、皆さまが暮らしやすい鹿追町を皆さま
とともに築き上げていく対談の場です。
　ご参加される皆さまには堅苦しい挨拶は一切なしに
して、「ちょっと聞いてよ喜井さん」「ちょっと教えて
よ喜井さん」といったように、身近に「喜井町長」と「鹿
追のまちづくり」を感じていただければ幸いです。

日　　時　令和５年２月 21 日（火）
　　　　　午前 10 時〜午後５時
場　　所　平成館（新町１丁目）
対　　象　町内在住の方
懇談時間　１人 40 分・２人以上 60 分（上限）
申込受付　令和５年２月 14 日（火）
申　　込　参加を希望される方は、希望時間・
　　　　　氏名・年齢・住所・電話番号・懇談
　　　　　内容などを上記係までお申し込みく
　　　　　ださい。（希望時間は先着順）
　　　　　飛び入り参加も可能ですが、お待た
                     せする場合がありますのでご了承く
　　　　　ださい。
　

新型コロナウイルスの感染状況により
内容が変更となる場合があります

イベント情報

　毎年２月に行われる「鹿追町女性まつり」。フリーマーケット出店者・芸能発表の出演者・作品展示の出品者
を募集します。皆さまのご参加をお待ちしています。

日　時　令和５年２月 11 日（土 • 祝）
                     午前９時〜正午
場　所　町民ホール（ホワイトホール）
内　容　フリーマーケット
                   Ｍｙ ` Ｓ ライブ
　　　　 芸能発表
                   作品展示

申込方法　出店 • 出演 • 出品を希望の方は、下記の方法で
　　　　　お申し込みください
　　　　　①電話申込 （☎︎ 69・7122）
　　　　　②申込用紙（FAX・電子メール・窓口）
　　　　　③電子フォーム
申込締切　令和５年
　　　　　１月 13 日（金）

社会教育課 社会教育係（ピュアモルトクラブハウス）　☎ 69・7122

第 40 回 鹿追町女性まつり開催のお知らせ ＆ 出店者・出演者など大募集！

第２回 カフェトーク
企画課 広報広聴係　☎ 66•4032

喜井町長ふれあいトーク

〜知恵と勇気でＳＤＧｓのまちづくり〜

②申込用紙 ③電子フォーム

第 490 回　アイスクリームづくり
　鹿追産の「生乳」を使い、ホワイト・チョコ・イチ
ゴの３種類の味を楽しみます。お一人さま、各一種類
ずつお持ち帰りできます。（500ml ×３個）

日　　時　令和５年１月 20 日（金）
　　　　　午前 9 時 30 分〜午後２時頃まで
場　　所　ワーキングセンター
経　　費　900 円前後（原材料代他）
対　　象　町内在住の方（小学生以下保護者同伴）
持  ち  物　筆記用具・長靴（23cm 以下の方）
定　　員　６人まで（先着順）
申込受付　令和５年１月４日（水）〜１月 13 日（金）
申　　込　上記係まで
※ 2 月 • ３月の加工体験研修は都合によりお休みしま
す。４月以降の案内は紙面にてお知らせします。

1 月の加工体験研修
農業振興課 農政係 ワーキングセンター　☎ 66•2985
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1月診療の1月診療の
ご案内ご案内

●
総
合
内
科
・
消
化
器
内
科
診
療

 　

担　
　

当
：
林
修
也
院
長

●
一
般
外
科
・
消
化
器
外
科
診
療

　
担　
　

当
：
白
山
真
司
副
院
長

●
眼
科
診
療

令
和
５
年
１
月
12
日
・
26
日
（
木
）

　

検　
　

査
：
午
後
３
時
〜　

　

診
療
時
間
：
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

担　
　

当
：
ひ
か
り
眼
科
院
長

●
泌
尿
器
科
診
療

令
和
５
年
1
月
10
日
（
火
）

　

診
療
時
間
：
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

担　
　

当
：
帯
広
協
会
病
院
泌
尿
器
科
医
師

●
脳
神
経
内
科
診
療

令
和
５
年
1
月
16
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

　

担　
　

当
：
北
斗
病
院
脳
神
経
内
科
部
長

●
形
成
外
科
診
療

令
和
５
年
1
月
16
日
（
月
）

　

診
療
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
循
環
器
内
科
診
療
　

令
和
５
年
1
月
13
日
・
27
日
（
金
）

　

診
療
時
間
：
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　

担　
　

当
：
国
立
病
院
機
構
帯
広
病
院

循
環
器
科
医
師

●
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

毎
週
水
曜
日
（
休
診
日
を
除
く
）

　

実
施
時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時

　

担　
　

当
：
当
院
の
院
長
な
ど
が
対
応

日
1

(元旦)

8

15

22

29

土

7

14

21

28

金

6

13
循環器内科

20

27
循環器内科

木

5

12
夜間診療
眼科
19

26
夜間診療
眼科

水

4
小児ワクチン

11
小児ワクチン

18
小児ワクチン

25
小児ワクチン

火

3
(休診)

10
泌尿器科

17

24

31

月

2
(振替休日)

9
(成人の日)

16
形成外科
脳神経内科
23

30

　☎66•2031

お知らせ
国保病院からの

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識

商
工
観
光
課
☎
66
・
４
０
３
４

☎66•2031

　

悪
質
な
勧
誘
や
不
公
正
な
契
約
を
迫
る
事
業
者
に
つ
い
て
、
消
費

者
か
ら
国
や
都
道
府
県
に
情
報
提
供
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。「
特

定
商
取
引
法
に
よ
る
申
請
制
度
」
と
い
い
、
特
定
商
取
引
法
の
ル
ー

ル
に
違
反
し
た
事
業
者
の
情
報
を
提
供
し
て
、
悪
質
な
行
為
を
や
め

さ
せ
る
た
め
の
制
度
で
す
。
申
請
は
被
害
を
受
け
た
消
費
者
本
人
に

限
ら
ず
誰
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
申
請
書
の
提
出
は
郵
送
、
メ
ー

ル
で
行
え
ま
す
。

　

こ
の
申
請
制
度
は
同
じ
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
拡
大
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
の
制
度
で
、
個
別
の
相
談
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
個
別
の

消
費
生
活
相
談
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
局
番
な
し
１
８
８
）

な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
定
商
取
引
に
分
類
さ
れ
る
７
つ
の
取
り
引
き

①
訪
問
販
売 

②
訪
問
購
入 

③
通
信
販
売 

④
電
話
勧
誘
販
売 

⑤
連
鎖

販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商
法
） 

⑥
特
定
継
続
的
役
務
提
供
（
エ
ス
テ
、

塾
な
ど
） 

⑦
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引（
内
職
、モ
ニ
タ
ー
商
法
な
ど
）

町 HP

　

メ
ー
ル
で
の
消
費
生
活
相
談
を
24
時
間
受
付
け
て
い
ま
す
。平
日
・

日
中
は
忙
し
い
、
電
話
や
対
面
で
は
相
談
し
づ
ら

い
、
困
っ
て
い
る
が
顔
や
名
前
を
知
ら
れ
た
く
な

い
と
い
う
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
こ
と

1 月 のカレンダー

■TEAM NACS 音尾琢真・オクラホマ スペシャル

トークイベント（町民ホール 14:00）

■誕生会（子育て支援センター 10:00）

■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）■６

カ月児・12カ月児健診（トリムセンター 13:00）

■おひざだいすき!!(６カ月児対象)（トリムセンター

13:00）

■ヌプカウシ白寿大学（町民ホール 9:00）■第49

回鹿追町複式校スケート記録会（町営スケートリ

ンク 9:10）

■雑誌・書籍還元（図書館10:00）〜 2/12

■こどもすこやか相談（トリムセンター 10:00）

■はじめましての日（子育て支援センター 13:00)

（元旦）

（振替休日）

■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図書館10:30）

■鹿追町新年交礼会（町民ホール 11:00）

■自分たちのはたちを自分たちで祝う集い（ピュ

アモルトクラブハウス 15:00）

■令和 5 年鹿追町はたちを祝う会（町民ホール 

13:30）

（成人の日）

■いきいき総合健診（トリムセンター 6:30）■ト

ランポリンの日（子育て支援センター 11:00・13:30）

■いきいき総合健診（トリムセンター 6:30）■冬

休み子どもワークショップ（町民ホール 10:00）

■ヌプカウシ白寿大学（町民ホール 9:00）■赤ちゃ

んの日（子育て支援センター 10:00）

■健康相談会（トリムセンター 9:00）

■未就園児園開放（子育て支援センター 9:30)

■赤ちゃん・幼児のおはなし会（図書館10:30）

■18カ月児・３歳児健診・４歳児フッ素塗布（ト

リムセンター 13:00）■移動図書館車巡回（もみじ

の里15:00）■道新鹿追エッセー教室（町民ホール

19:00）

■移動図書館車巡回（瓜幕団地 15:00、瓜幕支所

15:20）

21（土）

22（日）

23（月）

24（火）

25（水）

26（木）

27（金）

28（土）

29（日）

30（月）

31（火）

1（日）

2（月）

3（火）

4（水）

5（木）

6（金）

7（土）

8（日）

9（月）

10（火）

11（水）

12（木）

13（金）

14（土）

15（日）

16（月）

17（火）

18（水）

19（木）

20（金）

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら、各種イベント・公共施設の制限や中止・
延期を行っています。今後も諸般の事情に
より行事の日時変更や中止となる場合がご
ざいますので、あらかじめご了承ください。

役場庁舎（☎ 66・2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00 まで（予約制）
● マイナンバーカード窓口…上記並びに毎月第3土曜（予約制）

トリムセンター （☎ 66・1311）
● �トリムセンターでの健康相談  …  随時（事前にご連絡ください）

子育て支援センター（☎ 66・1165）
● 赤ちゃんの日  …  月１回 10：00 〜 11：30
● はじめましての日  …  月１回 13：00 〜 17：00
● 未就園児園開放日  …  年 10 回 9：30 〜 11：30

うりまく夢創造館（☎ 67・2111）
● 開館日  …  毎週 木 • 金 • 土曜日 9：00 〜 16：00	

国保病院（☎ 66・2031）
● �診療のお知らせ  …  24 ページに掲載。
● �救急診療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG 予防接種  …  第 2 火曜日 15：00 〜 16：00
● MR･4 種混合ワクチンなどの予防接種  …  水曜日 13：00 〜 15：00
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします。

図書館（☎ 69・7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00 まで 
● 赤ちゃん・幼児のおはなし会  …  第 1・3 水曜日 10：30
　 ※ こども園・小中学校への移動図書館車巡回の予定はホーム

ページに掲載しています。
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ジ
オ
パ
ー
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
令
和
４
年
11
月
現
在

46
地
域
あ
り
ま
す
。
各
運
営
団
体
は
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
正
会
員
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
は
、
地
球
に
暮
ら
す
人

類
社
会
全
体
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い

く
社
会
活
動
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
定
義
の
中
で
、
社
会
が
直
面

し
て
い
る
重
要
課
題
へ
の
意
識
と
理
解
を
高

め
る
た
め
に
そ
の
地
域
の
地
質
遺
産
や
関
連

す
る
自
然
文
化
遺
産
を
活
用
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
は
、

地
球
の
こ
と
、
人
類
社
会
全
体
の
こ
と
を
考

え
る
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仲
間
と

な
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
、
石
川
県
白
山
市
で
、
３
年

ぶ
り
の
対
面
開
催
と
な
る
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
テ
ー

マ
は
「
地
球
と
旅
す
る
」。
人
と
地
球
が
寄

り
添
い
な
が
ら
、
未
来
へ
向
か
っ
て
い
く
視

点
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
非
持

続
的
な
鉱
物
採
取
な
ど
地
質
標
本
の
こ
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
教
育
の
こ
と
、
自
然

災
害
伝
承
の
こ
と
、ツ
ー
リ
ズ
ム
の
在
り
方
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
交
流
す
る
と
、
地
元
の
特
徴

が
見
え
て
き
ま
す
。
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー

ク
は
永
久
凍
土
と
な
っ
て
い
る
風
穴
地
帯

や
、
し
か
り
べ
つ
湖
コ
タ
ン
な
ど
、
自
然
・

文
化
遺
産
が
温
暖
化
で
危
機
に
晒
さ
れ
る
切

実
さ
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
問
題

に
対
し
て
の
地
域
を
あ
げ
た
脱
炭
素
の
取
り

組
み
が
先
進
的
で
す
。
今
後
、
脱
炭
素
教
育

事
例
の
紹
介
な
ど
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
貢
献

し
て
い
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
：
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
）

☎
67
・
２
０
８
９

HP

　今月の「おうちでできる ! かんたん省エネ節約コーナー」は、 
「キッチン」での省エネについてご紹介します。
　日常的に使う炊飯器や電気ポット、ガスコンロの使い方を次の
例のように実践し、環境や財布に優しい行動をしてみましょう！

　省エネ機能がついているタイプへの買い替え
も節約に効果的です！
　次回も財布と地球に優しい省エネ節約術をご
紹介しますので、お楽しみに !
出典：経済産業省  北海道経済産業局  

実践おうちで省エネパンフレットより

●電気ポット
使わない時はプラグを抜く。

［年間で電気 107.54 kWh の省エネ
約 4008円の節約］

※ポットに満タンの水 2.2ℓを入れ沸騰させ、1.2ℓ
を使用後、6 時間保温状態にした場合と、プラグ
を抜いて保温しないで再沸騰させて使用した場合

●ジャー炊飯器
使わない時は、プラグを抜く。

［年間で電気 45.78 kWh の省エネ
約 1704 円の節約］

※ 1 日に 7 時間保温し、プラグをコンセントに差し
込んだままの場合と保温せずにコンセントから抜
いた場合

●ガスコンロ
炎の大きさを調整しましょう。

［年間でガス 2.38 ㎥の省エネ
約 490円の節約］

※水 1ℓ（20℃程度）を沸騰させる時、強火から
中火にした場合（1 日 3 回）

今回のテーマ

企画課 企画係
☎ 66•4032

おうちでできる！

・省エネ 節約コーナー
「キッチン」

ジオパーク全国大会の様子
800 人超の参加者が交流しました

★今がチャンス! 雑誌・書籍をご家庭に!
雑誌・書籍還元のお知らせ

　　保存年限の切れた雑誌・書籍をお持ちいただけます。

　気になるあの本があるかも！？

　●期間　令和５年１月28日（土）～２月12日（日）

　※休館日を除く

　午前10時〜午後６時（金曜日は午後７時まで）

　●場所　鹿追町図書館　１階ロビー

新着リスト Twitter

YouTubeFacebook

図書館員のオススメ

 「辞典語辞典」

見坊行徳・稲川智樹／文
いのうえさきこ／絵

今月の新着 230 冊の中から 8 冊を紹介！
乳
幼
児
向
け

学
生
向
け

TEL•FAX 69•7170

一
般
向
け

おまとめQR

をご覧いただけるQRコードです。

図書館NEWS

　「スマホで言葉を調べるようになって、最近辞書を
引いていないなぁ」なんて寂しくなっている方のため
の、辞書に関する語句についてユーモアを交えて解説
した本。肩の力を抜いて楽しめるイラストマンガも随
所にあり、気軽にページをめくれます。「恋」の説明
のなかで「異性」と表記していた部分が「特定の相手」
に変わるなど、辞書は社会の鏡だと感じられます。

【小学生向け】

ウマと話すための7つのひみつ　  ／河田　桟

マインクラフトで教養が身につく!地球のひみ
つクイズ図鑑　　　　　　　　  ／左巻　健男

【中高生向け】

中高生のスポーツハローワーク スポーツを仕事
にしたい君へ　　　　　　　　　　  ／ Gakken

「勉強法のベストセラー 100冊」のポイントを一
冊にまとめてみた。　　　　　　　  ／藤吉　豊

ぞうさんのおてがみ　　　　　  ／飯島　敏子

だじゃれむかしむかし　　　　／長谷川　義史

さつまいものお菓子　　　　　  ／若山　曜子

新海誠　国民的アニメ作家の誕生／土井　伸彰

これを読んでライパに行こう !　大人にもおススメ。

映画「すずめの戸締り」がもっと楽しくなる !

新年あけましておめでとうございます

　皆さまあけましておめでとうございます。
　昨年はたくさんのご利用ありがとうござい
ました。今年も皆さまが快適にご利用できる
よう職員一同お待ちしています。

１カ月休館のご案内

　３月は設備メンテナンス期間に入るためお
休みとなります。営業開始は、令和５年４月
１日（土）から開始します。

プールNEWS 〜町民ひとり１スポーツ〜　　健康温水プールしかおい
　　　　　　 　　　　　　  ☎66•1605

教室の状況

　残すところあとわずかな日数となってきま
した。２月には今シーズン最後の小学生テス
トを実施します。日頃頑張って練習をしてい
る成果を存分に発揮し、来シーズンからは一
つ上のクラスでの練習が出来る力を確認する
ためのテストになります。
　テストは令和５年２月８日(水)から21日
(火)まで行います。２階にはプールを見る
ことが出来る観覧席がございますので、お子
様の頑張りを見に足を運んでみませんか？
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町民課　戸籍年金窓口係

戸籍の　 　 　口窓

ごめいふくを
　　お祈りします

神田　ミドリさん　　92歳

松村　房子　さん　　82歳

黒澤　智和　さん　　49歳

谷　　真一　さん　　53歳

三坂　芳子　さん　　82歳

榎本　德子　さん　　86歳

亡
死

11 月受付分

こんにちは
　　よろしく

大下ゆき乃
の

ちゃん　幸希さん・亜里紗さん

畑中　碧
あお

　くん    　弾　さん・沙季さん

伊藤　結
ゆ え

瑛ちゃん　真平さん・綾美さん

生
出

結 いついつまでも
　　おしあわせに婚

なし

人 の う ご き
 11月末現在（外国人を含む）

（対前月比）

世 帯	 2501戸	（− 15）
人 口	 5151人	（− 15）
　 男	 2531人	（−   5）
	 女	 2620人	（− 10）

善
意
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
物
品
な
ど

▽
町
へ

・
鈴
木
秀
子

・
鹿
追
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
上
嶋
幹
雄

会
長
）　　
　
　

  

＝
図
書
５
万
円
相
当

今
月
の
表
紙

今
月
の
表
紙
は
、
鹿
追
町
ヌ
プ
カ
ウ

シ
白
寿
大
学
書
道
班
の
皆
さ
ん
に
よ
る
書

「
新
春
来
福
」
で
す
。

書
道
班
の
皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
「
お

お
ら
か
に　

笑
顔
で　

受
け
止
め
て　

あ

り
が
と
う
の　

感
謝
の　

気
持
ち
を　

い

つ
も
心
に
」
と
願
い
を
込
め
て
揮
毫
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

新
し
い
年
、
福
来
れ
！

ふるさと交流ショップがある千束
通り商店街 根本理事長と「十勝食
材フェア」の商品をいただきまし
た。

　

12
月
3
日
～
4
日
の
2
日
間
、
連
携
都

市
で
あ
る
東
京
都
台
東
区
と
東
京
都
墨
田

区
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
た
い
と
う
・
す

み
だ　

十
勝
ウ
ィ
ー
ク
」
を
喜
井
町
長
が

訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
令
和
2

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
十
勝
18
町
村
と

台
東
区
・
墨
田
区
と
の
連
携
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
の
取
り
組
み

と
し
て
は
３
年
目
の
今
年
度
で
最
後
と
な

る
予
定
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
予
定
し
て
い
た

事
業
が
十
分
に
実
施
で
き
な
い
３
年
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。
実
は
台
東
区
と
墨
田
区

は
お
隣
ど
う
し
で
姉
妹
都
市
の
関
係
で
す
。

３
年
間
の
連
携
事
業
の
縁
を
大
切
に
、
両

区
と
の
交
流
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
両

区
の
官
民
の
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

山本亨墨田区長からも今後の交流
に向けた前向きな意見交換と鹿追
町を更に首都圏で発信するための
取り組みを話しました。

Select

　
実
母
の
家
系
か
ら
見
る
と
、
私
が
中
年
太
り
を
す
る
の
は
全
然
不
思
議

な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
体
が
重
た
く
な
っ
て
い
く

の
は
嫌
だ
わ
。
体
育
会
系
だ
っ
た
私
は
そ
れ
も
ど
こ
へ
や
ら
。

朝
か
ら
ご
飯
を
お
か
わ
り
し
、
間
食
は
当
た
り
前
。
お
昼
寝
大
好
き
。

　
こ
れ
で
は
太
る
の
も
無
理
は
な
い
。

花
畑
の
手
入
れ
や
芝
生
の
刈
り
込
み
、
や
る
こ
と
は
沢
山
あ
れ
ど
、
こ
れ

は
運
動
の
う
ち
に
は
入
ら
な
い
し
ね
。

　
自
分
の
体
重
を
あ
ま
り
隠
さ
ず
に
言
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
こ
こ
し
ば
ら

く
は
体
重
計
に
上
が
っ
て
目
盛
り
を
見
る
瞬
間
や
、
ジ
ー
ン
ズ
に
足
を
通

す
時
が
ち
ょ
っ
と
恐
怖
。

　
か
な
り
前
か
ら
、
ゴ
ム
使
用
の
ス
カ
ー
ト
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
愛
好
家
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
が
い
け
な
か
っ
た
か
…
…
。
シ
ワ
に
な
ら
ず
洗
濯
し
て
も

す
ぐ
に
乾
く
。
汚
れ
を
気
に
せ
ず
あ
ぐ
ら
だ
っ
て
か
け
る
。

活
動
的
で
機
能
的
。

　「
さ
て
と
、
痩
せ
る
努
力
を
し
よ
う
か
」

　
ま
ず
精
神
面
に
ア
タ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
よ
う
。

最
初
の
う
ち
は
覚
え
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
か
ら
、
疲
れ
る
だ
ろ
う
。

　「
き
っ
と
痩
せ
ら
れ
る
わ
」

　
安
易
な
考
え
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
体
だ
け
で
は
な

く
、
神
経
も
相
当
図
太
く
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
開
き
直
る
し
か
な
い
。

健
康
で
あ
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
と
。

脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
サ
プ
リ
を
試
し
た
が
、
腹
痛
に
よ
り
断
念
。

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
の
下
着
は
、
ま
あ
ま
あ
気
に
入
っ
て
い
る
か
ら
、
と
り

あ
え
ず
内
側
で
ひ
た
隠
し
。
そ
れ
で
い
い
の
。

　
自
分
は
そ
れ
ま
で
し
て
真
剣
に
痩
せ
よ
う
と
は
思
っ
て
は
い
な
い
。

　
だ
っ
た
ら
、

　「
わ
た
く
し
、
太
っ
て
き
た
ん
で
す
の
よ
」
と
、
平
気
で
言
っ
て
や
り

ま
し
ょ
う
。

　
太
っ
て
き
た
ん
で
す
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
　
ひ
と
み

「
青
」
よ
「
鹿か

げ黒
」
よ
沢
山
飲
み
な
有
り
難
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
風
の
中
釣
瓶
汲
み
上
ぐ
　
　
　
　
白
石
　
知
徳

雨
の
午
後
窓
下
で
ト
ラ
猫
が
鳴
く

　
　
　
　
　
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
香
り
紅
茶
に
ミ
ル
ク
　
　
　
　
髙
橋
真
奈
美

眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
す
彼
女
に
愛
を
詠
む

　
　
　
こ
れ
な
ら
ど
う
だ
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
メ
シ
ア
　   

　
　
尾
上
ひ
と
み

可
も
な
く
不
可
も
無
く
て
日
の
そ
ん
な
夜
は

　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
手
を
胸
に
せ
め
て
夢
に
と
　
　
　
　
五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

な
ん
と
ま
あ
粒
の
不
揃
ひ
零
余
子
飯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
と
も
子

末
枯
の
十
勝
平
野
の
巻
雲
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
サ
ツ
キ

窓
掃
除
邪
魔
を
す
る
の
は
糸
蜻
蛉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
秋
代

四
季
の
会

極
月
や
刻
一
刻
と
急
か
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
利
江

極
月
の
鍋
を
囲
ん
で
酒
談
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
俊
樹

晩
年
や
二
百
十
日
の
山
野
得
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
俣
　
君
子

短
日
や
急
ぎ
の
仕
事
間
に
合
わ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
辺
　
美
佳

鹿
笛
吟
社

作
業
小
屋
閉
じ
て
勤
労
感
謝
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
上
　
加
代

風か
ぜ
お
こ興
し
み
の
り
を
運
ぶ
大
型
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
形
か
つ
ゑ

卒
寿
な
る
此
の
世
極
楽
ゆ
ず
湯
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
輝
子

白
寿
大
学
俳
句

落
葉
掃
き
視
点
変
へ
れ
ば
ま
た
楽
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
お
さ
む

干
し
や
す
い
量
で
大
根
編
ん
で
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
み
ち
子

と
も
か
く
も
な
ん
だ
か
ん
だ
と
温
め
酒
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
い
さ
お

夏
木
句
会

町民文芸



まち か ど

パ レ ツ ト

子どもたちの歌劇に会場中が笑顔

12月３日　こども園発表会︎

気合いれてペッタンペッタン！
12月３日　もちつき大会！ inトリムセンター

「加藤かおり展」とのコラボ企画で紙工作
12月４日　アート・キッズ・クラブ

総勢77人による迫力ある演奏を披露

12月11日　ウィンターコンサート2022

お気に入りのマグを見つけよう
12月17日　鹿追焼 マグカップ市

　　
広
報
し
か
お
い
　
　
　
　

　
　
　
　
１１
月
号

令
和
4
年
12
月
25
日
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

●
発
行
／
鹿
追
町
役
場  

●
編
集
／
企
画
課 

広
報
広
聴
係
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〒 081-0292　北海道河東郡鹿追町東町 1 丁目 15 番地 1
☎ 0156（66）2311　℻ 0156（66）1020
鹿追町ホームページ　https://www.town.shikaoi.lg.jp/
＊市外局番は［0156］です

鹿 追 町 役 場


